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報道関係各位                                   2020年9月7日 

プレスリリース 

 

日比谷図書文化館 特別展 

荒俣宏の大大マンガラクタ館 
 

日比谷図書文化館では10月16日（金）より、「荒俣宏の大大

マンガラクタ館」展を開催いたします。 

〈マンガラクタ〉――マンガを含め、「だれかに発見されないかぎ

り、ずっとゴミくず同然に埋もれてしまう」ガラクタこそを面白

がる、という価値観を示した造語。このことばを考え出したのは、

作家の荒俣宏氏です。 

 荒俣氏が館長を務める京都国際マンガミュージアムでは、自身

が企画、プロデュースする「大マンガラクタ館」という小展示シ

リーズを展開、「世の中に忘れられたマンガの祖先たちを掘り起

こし、現代マンガのルーツをさぐる」という事が行われてきまし

た。 

 本展は「大マンガラクタ館」の特別拡大版として企画され、同

ミュージアムで今夏、新型コロナウィルス感染拡大による〈無観

客展覧会〉を経て、満を持してお披露目されました。そしてこの

秋、東京日比谷へと場所を移しオリジナル展示を加え開催しま

す。多くの人が見向きもしなかったモノ、コト、ヒトを情熱的に

蒐集し、評価してきた、ある意味子どもの頃から「大マンガラク

タ館」の館長だったと言えるアラマタさん。本展「荒俣宏の大大

マンガラクタ館」は、その人生と好奇心の拡がりを、自身のコレ

クションや創作物などで紹介する展覧会です。 

 

 

 開催概要  

 

会期：2020年10月16日（金）～12月16日（水） 

休館日 10月19日（月）、11月16日（月） 

開室時間：月曜～木曜10:00～19:00、金曜10:00～20:00、 

土曜 10:00～19:00、日・祝 10:00～17:00 

※入室は閉室の30分前まで 

会場：千代田区立日比谷図書文化館 1階特別展示室 

観覧料：一般300円、大学・高校生200円  

千代田区民・中学生以下、障害者手帳などをお持ちの方および付き添いの方1名は無料 

※ 住所が確認できるもの、学生証、障害者手帳などをお持ちください。 

主催：千代田区立日比谷図書文化館 

企画協力：京都国際マンガミュージアム/京都精華大学国際マンガ研究センター 
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 展示構成   ※《コーナー名》はすべて荒俣宏氏の著作名 

 

《漫画と人生》 

荒俣氏と荒俣家のヒストリーを、荒俣少年が影響を受けたマンガや当時の絵画作品、青年時代に描いた 

マンガ作品やイラストを投稿した同人誌などの現物資料で紹介します。 

 

 

 

《怪奇文学大山脈》 

高校時代より、日本にほとんど紹介されていなかった海外の怪奇文学、幻想文学を洋書で読み漁り、大学

時代には同ジャンルのサークルを主催していた荒俣氏。後の作家活動に直接つながる、自ら挿絵を付けた

翻訳や創作を載せた同人誌などを紹介。 

 

 

《図鑑の博物誌》 

博物学者としての荒俣氏の名を確固たるものとした「世界大博物図鑑」シリーズ。この大著などにも登場

する18～19世紀の美しい博物画や、少年時代からすでに生物学者であったことをうかがわせる精緻な

魚類観察日記などを紹介。 

 

 

《アラマタ美術誌》 

一般的には「アート」とはみなされてこなかった、ファッション画やピンナップガールのイラスト、大衆

小説の挿絵などの貴重な版画や原画のアラマタコレクションを紹介 

 

 

 

《奇っ怪紳士録》 

いま、荒俣氏が最も注目している「奇っ怪紳士」のひとりである三田平凡寺（みた・へいぼんじ、1876

～1960）を紹介。大正時代に自宅にローラースケート場を作ったり、ヘンなモノコレクターたちの団体

「我楽他宗（がらくたしゅう）」をオーガナイズしたりした稀代の「趣味人」として、知る人ぞ知る存在

だった平凡寺。その孫でもあるマンガコラムニスト・マンガ研究者の夏目房之介氏ら御遺族からお預かり

した膨大な資料から、その一部をお披露目します。 

 

《帝都物語》 

荒俣氏の名を世に知らしめた長編小説にして代表作「帝都物語」をテーマにした部屋。同作を原作とした

マンガの原画作品等や、実相寺昭雄（じっそうじ・あきお）監督による映画版『帝都物語』の関連資料を

展示します。 

 

 

 

《稀書自慢》（日比谷図書文化館オリジナル展示） 

稀少書のコレクターとしても名高い荒俣氏のレア本コレクションから、選りすぐりの逸品を紹介する、東

京会場オリジナルのコーナーです。手彩色の豪華本や大型本など、煌めく世界へと誘います。 
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 荒俣宏（あらまた ひろし）プロフィール  

 

作家。京都国際マンガミュージアム館長。 

1947年東京生まれ。慶応義塾大学卒業後、10年間のサラリーマン生活ののち独立。

百科事典の編集助手をしながら書いた小説「帝都物語」がベストセラーになり、日本Ｓ

Ｆ大賞受賞。『世界大博物図鑑』で、サントリー学芸賞受賞。神秘学、博物学、風水等多

分野にわたり精力的に執筆活動を続け、その著書、訳書は350冊あまり。稀覯書のコレ

クターとしても有名である。 

 

 

 

 

 

 

 関連講座  

荒俣宏講演会 帝都物語異録 

作家・荒俣宏の名を世に知らしめた長編初小説にして代表作『帝都物語』。東京壊滅を目論む魔人とその野望に立ち向

う人々の100年にわたる攻防を描いたこの現代の奇書を巡って、ここ「帝都」東京で、作者自身が縦横無尽に語りま

す。 

 

〇 日時：10月29日（木）1９:00～20:30（18:30開場） 

〇 会場：日比谷図書文化館 地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 

〇 講師：荒俣 宏  

ゲスト：清水 祥彦（しみず よしひこ）神田神社宮司 

〇 定員：60名（事前申込順、定員になり次第締切） 

〇 参加費：500円 

〇 お申込み方法:ホームページの申込みフォーム、電話（03-3502-3340）のいずれかにて①講座名、②お名前（ふ

りがな）、③電話番号をご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 画像の使用につきましては「画像申請書」をご用意しております。ご希望の場合には広報担当までご連絡ください。 

 

 

〈 お問い合わせ先 〉 

日比谷図書文化館 広報担当：並木 namiki-yuri@shopro.co.jp、高野 takano-yuta@shopro.co.jp 

〒100-0012 東京都千代田区日比谷公園1-4 TEL：03-3502-3340 / FAX：03-3502-3341  

ホームページ：https://www.library.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/ 


